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a的　1:ネiレギー摂取量を£碓(こ評価するfこめIこは, 食長の戚焼熱を実測する- とが有効

九研免方冰rある。調理'tゐをそ・iおこマガ焼頻を刺定ずる二とを試み，? 似こ, 栄毎

■fめ平均ボ娩熱と戦争値口ヽら尊ねされrこ討辱値Vi実測浪とを比軟しようと- Ot二。

一方|砥　燃|焼熱の剰良|に万障万，島岸哲動粧量計cA － J型をSI ,:･に。(i)営,り参≪:万0)/2品|目|の料

理い～ME, 日い｀えてとりよせ，それぞれ象急用ぷキすーにて均一に磨砕レ，それよ

/ノダ副固の劇匙試料(o.ぶ一／幻を分取しtこ。み/nヽ埓試料ｔも氷原Mt^かなりあわヽつt'-の

で助燃剽として潅如/?ラフ４ンCﾌ｡s'i)り口文てが攻勢を剥定レ↑二。(^)東材料を正麗1=秤量

し，片足の調理方鳶にi調暇しtこ3dmの調理考品(ｺﾞ,iヽんもの，めん幾，サ> ドイッデ類

胤レもの，煮もの，焼きもの, 掃げもの, あえもの，炒めものなど)E 試料tレ7 』=,記と

同様の・池1こて燃焼然を冽泉し，蜜利値と計奪i&｡とを比較レtこ。

粧* ()営内食堂の料理－忿房の燃焼瓢(<cA£)亀例示まると, きつねうどんA79～300, 舒

篆サラダ/l￥～?id，焼めしタ//～祚b，-7ン令お2ヽμ)T/などとなり，同一品@ I-ついての

変動が｀ｶヽなりKき力つ牝。原材料の配か，盛付量によって蛮動霖るものヒ考tられる。

(2)£纏目

試絣の水分量を劇臭し,水分神正燃焼穣Iも算出し,に。一方成｀/分敷より調べ乍原材料の成分

iM.ヒ平向燃焼熱゛^:炭刈し㈹恥/ら脂質9｡好，蛋臼質£6､ダ)ヒ．^ り各調If/食｀品・)が焼

戮を溥栽し・，が/分神^燃焼熱を屯私めr=。寿私産補£値[こついマr一it算値／喫測値の比

率を専畝すaと/｡∂∂卒土o.oクS｀となり，rンI μ/s-趨，rくしょぶ)趨とな八二。
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